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５
月
“
目
（
目
）
第
２
６
回
「
一
一
一
ツ
峠
歩
け
歩
け
運
動
」

が
親
子
連
れ
な
ど
約
９
０
０
名
の
参
加
の
も
と
に
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
三
ツ
峠
駅
か
ら
出
発
し
、
新
緑
の
な
か
頂
上
ま
で
の

間
を
体
カ
に
合
せ
楽
し
み
ま
し
た
。

　
途
中
の
さ
＜
ら
公
園
で
は
、
参
加
記
念
品
・
木
製
コ

ー
ヌ
タ
ー
等
の
配
付
。
憩
い
の
森
で
は
、
ト
ン
汁
・
湯

茶
の
サ
ー
ビ
ス
が
町
内
各
種
団
体
の
方
々
の
協
カ
に
よ

り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
神
鈴
の
滝
遊
歩
道
で
は
オ
オ
ム
一
フ
サ
キ
ツ
ツ

ジ
の
植
樹
に
ご
協
カ
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

出発式三ツ峠駅

記念品配布さくら公園

トン汁等のサービス憩いの森

神鈴の滝遊歩道 記念植樹

八十八大師 前掛けの更新
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竈二套墓し竈全雲器驚二簑震二ご慧誓奪膿寡二墓簑二：簑鑑套鷺鵡繊

家獲区あけるお亀さんの繭室は重要でず。家匡屠ないとき誉想像しでみて下

　今、世慧挙１弍紀婦人の地位繭」＝と社会参加が０叫ぱれておりまずが、基本胴侵はＯ人の、人日としての蟹ヨ

語詰義今産声を上げ新し綴命名されようとしている婦人会は・幾度か四成長の幻蟹で活動壌等１』航、ても大き 雛
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　　　　　　　　　　●応■期限平成１２年６月２６日（月）まで

　　　　　　　　　　●応募蜴所　西桂町教育委員会（応募方法１こより 、必ずしもそうでない場合あり 。）

　　　　　　　　　　●応■用紙　自由（※住所 ・氏名を必ず記載すること）

　　　　　　　　　　●応リ方法　（１）投書による提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役場 ・Ｙ　Ｌ０会館 ・いきいき健康センターに投書箱設置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）電話による提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西桂町教育委員会（担当　永田）　ＴＥＬ０５５５－２５－２９４１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※住所 ・氏名 ・婦人会の新名称を正確に伝えること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３〕ＦＡＸｌこよる提出

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西桂町教育委員会（担当　永田）　ＦＡＸ０５５５・２５－３３１０

　　　　　　　　　　●応■内容親しみやすいネーミングを募集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※できれば、そのネーミングの根拠などがあれば最高です

。

　　　　　　　　　　●問合ぜ先西桂町婦人会（西桂町教育委員会内〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ネーミング係　永田）　　　　　ＴＥＬ０５５５－２５－２９４１
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マ
音
年
度

区
＾
自
治
会
）

倉
見
区
長
　
　
　
　
川
村
俊
夫

　
〃
　
区
長
代
理
　
　
川
村
　
敏
文

柿
圓
区
長
　
　
川
村
　
貢

　
〃
　
区
長
代
理
　
　
関
戸
三
千
秋

本
町
区
長
　
　
　
　
相
沢
　
健
治

　
〃
　
区
長
代
理
　
　
永
田
　
秀
雄

上
町
区
長
　
　
小
山
明
徳

　
〃
　
区
長
代
理
　
　
高
尾
　
昌
之

下
－
地
区
長
　
　
樋
守
文
夫

　
〃
　
区
長
代
理
　
　
滝
口
　
幸
男

消
防
委
口

委
員
　
　
　
　
　
　
高
山
三
千
男

　
〃
　
　
　
　
宮
下
友
鶉

　
〃
　
　
　
　
櫨
守
文
夫

　
〃
　
　
　
　
梅
原
肇

　
〃
　
　
　
　
羽
田
縞
次

　
・
　
　
　
　
前
田
繁
男

西
橦
町
消
防
団

団
長
　
　
　
梅
原
啓
一

副
団
長
　
　
　
羽
田
粕
次

　
・
　
　
　
　
前
田
繁
男

分
団
長
　
　
　
新
田
童
治

　
〃
　
　
　
　
相
沢
　
舅

　
〃
　
　
　
前
田
太
万
ｏ

　
〃
　
　
　
岩
田
裕
展

　
〃
　
　
　
渡
辺
和
男

　
〃
　
　
　
小
林
一
夫

　
〃
　
　
　
　
永
田
　
茂

各
種
役
員
紹
介
　
平
成
葦
・
月
現
在

前
消
防
団
長

一
塞
推
蘭

〃団
長

副
団
畏

副
団
長

上
町

倉
見

下
讐
地

下
暮
地

本
町

倉
見

柿
固

本
町

上
町

下
暮
地

都
留
交
遍
安
全
協
会
西
桂
支
部

支
部
長
　
　
　
　
　
高
山
　
　
勉
　
本
　
町

副
支
部
長
　
　
　
　
渡
辺
　
正
弘
　
倉
　
見

　
〃
　
　
　
田
辺
良
雄
柿
圓

　
〃
　
　
　
渡
辺
光
男
本
町

　
”
　
　
　
　
滝
□
新
一
朗
上
町

　
〃
　
　
　
松
土
保
弘
下
幕
地

交
遍
安
全
協
会
蜴
人
部
会

部
会
長
　
　
　
　
　
藤
江
　
雅
江
　
倉
　
見

副
部
ム
套
　
　
　
　
渡
辺
美
代
子
　
倉
　
見

　
〃
　
　
　
　
　
志
村
り
ゅ
う
子
柿
　
圓

　
〃
　
　
　
沌
□
友
子
本
町

　
〃
　
　
　
菅
谷
光
代
上
町

　
〃
　
　
　
　
　
帽
野
幸
子
　
下
暮
地

地
饒
交
通
安
全
洛
聰
捷
進
委
口

　
　
　
　
　
童
田
和
一
柿
口

県
交
遍
指
導
口

指
導
員
　
　
渡
辺
三
郎
倉
見

　
〃
　
　
　
渡
辺
英
明
柿
固

　
〃
　
　
　
芦
沢
茂
鶉
本
町

　
〃
　
　
　
小
沢
靖
弘
上
町

　
〃
　
　
　
　
　
相
沢
好
二
　
下
暮
地

西
権
町
達
挙
管
理
委
口
会

委
員
長
　
　
武
藤
　
勇
倉
見

委
員
長
職
務
代
理
　
柏
木
　
　
茂
　
上
　
町

委
員
　
　
　
　
　
新
田
文
夫
　
下
暮
地

〃
　
　
　
　
牛
田
和
昭
本
町

監
査
委
口

代
衰
委
員

賛
公
平
委
口

委
員
長

賛
　
〃

奥渡池秋辺田
弄誠正三司純
王倉上
地見町

川渡
村辺
俊卓
夫三
萎柿
推日
蘭

固
定
資
産
評
価
容
査
委
口

委
員
長
　
　
　
　
　
小
山
　
恵
光
．
上
　
町

賛
　
　
　
　
新
田
裕
一
下
，
地

〃
　
　
　
　
渡
辺
和
典
上
町

酉
桂
町
教
青
委
口
会

委
員
畏
　
　
　
　
　
武
藤
　
雄
信
　
上
　
町

委
員
長
職
務
代
理
　
鈴
木
　
孝
子
　
下
－
地

賛
　
　
　
　
小
俣
墜
　
本
町

〃
　
　
　
　
櫨
守
安
雄
柿
圓

教
育
畏
　
　
　
　
小
佐
野
岩
夫
　
官
士
吉
田
市

社
会
教
育
委
口

奮
長
　
　
　
漬
辺
豊
雄
上
町

副
委
員
長
　
　
白
井
　
豊
倉
見

委
員
　
　
　
　
　
前
田
　
芳
三
　
柿
　
園

　
〃
　
　
　
　
　
　
芦
沢
　
茂
義
　
本
　
町

〃
　
　
　
　
松
土
保
弘
下
－
地

〃
　
　
　
　
小
林
栄
明
柿
圓

・
　
　
　
　
鈴
木
親
彦
下
暮
地

〃
　
　
　
　
前
田
－
信
体
協
会
長

　
〃
　
　
　
　
　
　
新
田
　
妙
子
　
婦
人
会
長

西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
邊
営
委
旦
会

委
員
　
　
　
　
　
石
原
　
　
滋
　
議
会
議
長

委
員
　
　
　
　
小
林
隆
芳

〃
　
　
　
　
武
藤
雄
僑

〃
　
　
　
　
前
田
　
進

・
　
　
　
　
渡
辺
豊
雄

〃
　
　
　
　
押
山
信
一
一

〃
　
　
　
　
鈴
木
親
彦

〃
　
　
　
　
川
村
俊
夫

〃
　
　
　
　
勝
俣
壼
芙

〃
　
　
　
　
新
田
妙
子

〃
　
　
　
　
郷
田
昌
司

西
桂
町
文
化
協
会

会
長
　
　
　
郷
田
昌
司

副
会
長
　
　
　
渡
辺
一
夫

　
”
　
　
　
宮
下
友
義

　
〃
　
　
　
上
小
醤
俸
子

西
桂
町
体
育
協
会

会
長
　
　
　
　
前
田
－
信

副
会
長
　
　
　
白
井
喬
智

　
〃
　
　
　
幻
田
畏
秀

　
〃
　
　
　
槙
田
則
夫

　
・
　
　
　
古
屋
勝
＝

　
〃
　
　
　
遺
山
幸
夫

体
育
指
導
委
口

賛
長
　
　
　
牛
田
和
夫

副
委
員
長
　
　
　
　
外
川
登
美
男

　
〃
　
　
　
梅
原
美
佐
子

奮
　
　
　
　
武
藤
玲
子

〃
　
　
　
　
小
林
康
行

〃
　
　
　
　
渡
辺
晴
美

〃
　
　
　
　
小
林
圭
一

〃
　
　
　
　
坂
根
さ
き
子

嚢
触
蓼
長

教
墓
員
長

民
生
児
口
套
霧

祉
会
馨
套
一

小
掌
校
長

中
学
校
畏

区
長
代
表

蓼
ラ
プ
渠
曇
量

婦
人
会
畏

文
化
襲
套

下
讐
地

倉
見

上
町

柿
日

蓑倉
見

柿
圓

本
町

上
町

下
－
地

倉
見

上
町

上
町

倉
見

柿
圃

柿
園

本
町

本
町

委
員
　
　
　
　
　
　
堀
内
　
達
朗
　
下
－
地

〃
　
　
　
　
　
　
前
田
　
幸
子
　
下
－
地

西
桂
町
文
化
財
審
竈
会

奮
長
　
　
　
滝
□
　
旭
上
町

職
務
代
理
　
　
勝
俣
棄
本
町

賛
　
　
　
　
武
藤
隆
之
倉
見

〃
　
　
　
　
棒
守
　
肇
下
－
地

〃
　
　
　
　
宣
田
和
一
柿
圓

酉
桂
町
則
人
会
＾
国
民
年
金
納
付

組
鐵
・
日
赤
奏
仕
団
・
愛
育
会
）

婦
人
会
長
　
　
　
新
田
妙
子
下
－
地

愛
育
会
長
　
　
　
　
白
井
　
好
子
　
倉
　
見

婦
人
会
副
会
長
　
　
高
山
　
文
江
　
上
　
町

愛
育
会
副
会
長
　
　
前
田
　
正
子
　
下
－
地

倉
見
支
部
畏
　
　
　
自
井
好
子

柿
園
　
〃
　
　
　
三
枝
則
子

本
町
〃
　
　
渡
辺
－
佐
子

上
町
〃
　
　
高
山
文
江

下
－
地
〃
　
前
田
正
子

倉
見
副
支
部
長
　
　
渡
辺
　
孝
子

柿
固
〃
　
　
棋
田
知
子

本
町
〃
　
　
渡
辺
久
子

上
町
〃
　
　
志
村
雪
子

下
讐
地
　
”
　
　
　
鹿
帽
　
光
子

西
権
町
寿
ク
ラ
プ
邊
合
会

会
長
　
　
　
　
　
勝
俣
幸
夫
本
　
町

副
会
長
　
　
高
尾
利
秋
柿
困

頑
問
　
　
　
菅
谷
光
輝
柿
園

倉
見
会
長
　
　
　
　
川
村
　
　
喬

柿
圓
会
長
　
　
　
　
定
月
喜
重

本
町
会
長
　
　
　
　
漉
辺
茂
夫



上
町
会
長
　
　
　
岩
田
　
悌
司

下
暮
地
会
長
　
　
　
郷
田
昌
司

自
行
隊
父
兄
会

会
長
　
　
　
　
　
谷
内
　
一
一
一
郎
上
　
町

副
会
長
　
　
　
　
　
山
崎
　
　
誠
　
本
　
町

酉
桂
町
戦
幻
病
者
等
竈
族
援
竈
会

会
長
　
　
　
　
　
宮
下
　
利
雄
　
本
　
町

副
会
長
　
　
　
　
　
渡
辺
　
利
幸
　
上
　
町

西
桂
町
母
子
福
祉
会

会
長
　
　
　
　
　
水
谷
和
江
　
上
　
町

副
会
畏
　
　
小
野
う
め
上
町

西
桂
町
心
身
障
害
者
福
祉
会

会
長
　
　
　
　
　
山
本
は
る
子
　
下
暮
地

副
会
長
　
　
　
　
渡
辺
久
芳
　
倉
　
見

西
桂
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

会
艮
　
　
　
　
　
小
林
満
枝
柿
　
圃

副
会
長
　
　
　
　
高
尾
宮
江
倉
　
見

　
〃
　
　
　
　
　
　
加
藤
美
三
子
　
上
　
町

西
桂
町
花
い
っ
ぱ
い
会

会
長
　
　
　
　
　
小
林
満
枝
　
柿
　
園

副
会
長
　
　
　
　
　
小
山
　
雅
子
　
上
　
町

会
計
　
　
　
　
　
川
村
泰
子
倉
　
見

あ
じ
さ
い
の
会

代
表
　
　
　
小
林
満
枝
柿
圓

歌
お
う
山
吹
の
会

代
表
　
　
　
　
　
　
加
藤
美
三
子
　
上
　
町

青
少
年
育
成
会
（
育
成
推
進
員
）

倉
見
会
長
　
　
渡
部
妻

柿
園
会
長
　
　
　
藤
江
栄
一

本
町
会
長
　
　
　
郷
田
博
士

上
町
会
長
　
　
　
　
渡
辺
　
則
久

下
暮
地
会
長
　
　
　
新
田
善
久

保
育
所
保
竈
者
会

会
長
　
森
久
富
士
吉
田
市

副
会
長
　
　
　
　
　
小
沢
　
正
仁
　
上
　
町

　
〃
　
　
　
　
　
　
相
沢
千
代
子
　
本
町

西
桂
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
　
　
　
・
　
柏
木
　
　
正
　
上
　
町

副
会
長
　
　
　
　
　
渡
辺
　
豊
一
　
倉
　
見

〃
　
　
　
　
定
月
光
子
柿
園

〃
　
　
　
　
羽
田
尚
美
倉
見

　
〃
　
　
　
　
　
　
押
山
　
信
二
　
校
　
長

酉
桂
町
小
学
校

校
長
　
　
　
　
　
押
山
　
信
二
　
都
留
市

教
頭
　
　
　
　
　
　
長
田
　
光
雄
　
宮
士
吉
田
市

児
童
会
長
　
　
　
　
手
塚
　
犬
輔
　
本
　
町

西
桂
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
　
徹
　
本
　
町

副
会
長
　
　
　
　
　
高
尾
　
益
義
　
本
　
町

　
〃
　
　
　
　
渡
辺
正
芳
柿
圓

　
〃
　
　
　
滝
口
敏
美
上
町

　
〃
　
　
　
　
郷
田
美
雪
下
－
地

　
〃
　
　
　
　
鈴
木
親
彦
校
長

酉
桂
呵
中
学
校

校
長
　
　
　
　
鈴
木
親
彦
下
－
地

教
頭
　
　
　
　
　
郷
田
　
康
博
　
下
暮
地

生
徒
会
畏
　
　
西
山
　
陽
柿
圓

少
年
補
導
員

補
導
員
　
　
　
　
安
留
　
正
道
　
本
　
町

　
〃
　
　
　
　
　
　
前
田
芳
三
　
柿
　
園

町
睦
編
さ
ん
委
員

委
員
長
　
　
　
　
前
田
税
太
郎
　
下
暮
地

副
委
員
長
　
　
　
　
紙
谷
　
威
廣
　
神
奈
川
県

委
員
　
　
　
石
原
　
滋
柿
園

　
〃
　
　
　
　
小
林
陸
芳
上
町

〃
　
　
　
　
武
藤
晴
美
倉
見

〃
　
　
　
　
渡
辺
義
雄
柿
圓

　
〃
　
　
　
　
井
上
八
郎
柿
圓

　
〃
　
　
　
　
　
　
新
田
幸
子
下
暮
地

　
〃
　
　
　
　
　
　
高
尾
佐
武
郎
本
　
町

〃
　
　
　
　
奈
良
泰
史
都
留
市

　
〃
　
　
　
　
　
　
川
鋼
定
男
　
墓
凪
都

　
〃
　
　
　
　
　
　
川
村
吉
則
倉
　
見

　
〃
　
　
　
　
　
　
小
佐
野
岩
夫
宮
士
吉
田
市

〃
　
　
　
　
渡
辺
　
隆
倉
見

西
桂
町
国
民
但
康
保
険
！
営
協
竈
会

会
長
　
　
　
　
　
　
小
林
　
隆
芳
　
山
雲
蜷
婆
口
艮

副
会
長
　
　
　
　
高
山
三
千
男
凹
会
総
癒
製
口
＾

医
師
代
表
　
　
　
　
小
田
切
千
秋
　
本
　
町

　
〃
　
　
　
　
渡
辺
　
聡
柿
口

被
保
険
者
代
表
　
　
前
田
宏
子
　
下
暮
地

　
　
〃
　
　
　
高
尾
逸
子
上
町

西
桂
町
便
康
づ
く
り
推
進
協
竈
会

会
長
　
　
　
　
　
前
田
　
勝
弘
　
町
　
長

副
会
長
　
　
　
　
　
白
井
　
好
子
　
愛
育
会
長

委
員
　
　
　
　
　
中
川
　
正
祥
古
田
爆
爵
長

〃
　
　
　
　
　
　
石
原
　
　
滋
　
糞
－
識
長

〃
　
　
　
　
　
　
小
田
切
千
秋
　
町
　
医

〃
　
　
　
　
渡
辺
　
聡
町
医

〃
　
　
　
　
　
　
小
佐
野
岩
夫
　
教
育
長

〃
　
　
　
　
　
　
川
村
　
俊
夫
　
倉
見
区
長

〃
　
　
　
　
　
　
川
村
　
　
貢
　
柿
園
区
長

〃
　
　
　
　
　
　
相
沢
　
健
治
　
本
町
区
長

〃
　
　
　
　
　
　
小
山
　
明
徳
　
上
町
区
長

〃
　
　
　
　
　
　
権
守
　
文
夫
　
下
暮
地
区
長

〃
　
　
　
　
　
　
新
田
妙
子
婦
人
会
長

〃
　
　
　
　
　
　
永
田
　
梅
子
食
改
推
会
長

西
桂
町
献
血
推
進
協
竈
会

会
長
　
　
　
　
　
前
田
　
勝
弘
　
町
　
長

副
会
長
　
　
石
原
滋
識
会
謝
長

〃
　
　
　
　
　
　
川
村
俊
夫
　
区
長
会
長

西
桂
町
食
生
活
改
善
推
進
員

会
長
・
運
営
委
員
　
永
田
　
梅
子
　
下
暮
地

副
会
長
　
　
　
　
　
小
山
　
君
恵
　
上
　
町

会
計
　
　
　
　
　
前
田
恵
美
子
柿
　
園

運
営
奮

遺
営
委
員
　
　
　
　
川
村
八
重
子
　
倉
　
見

　
〃
　
　
　
　
　
安
留
千
鶴
子
　
本
　
町

　
〃
　
　
　
　
佐
藤
利
代
上
町

西
権
町
竈
業
委
口
会

会
長
　
　
　
清
□
蟹
一
上
町

副
会
長
　
　
　
　
　
高
山
　
　
勉
　
本
　
町

委
員
　
　
　
　
　
渡
辺
　
英
明
柿
　
園

〃
　
　
　
　
永
田
治
男
下
暮
地

〃
　
　
　
　
川
村
幸
雄
倉
見

委
員
　
　
　
渡
辺
貞
雄
上
町

〃
　
　
　
　
渡
部
安
造
倉
見

〃
　
　
　
　
高
尾
寿
保
柿
園

〃
　
　
　
　
渡
辺
　
孟
倉
見

〃
　
　
　
　
佐
藤
靖
夫
上
町

　
〃
　
　
　
　
　
　
永
田
　
久
弥
　
下
暮
地

　
〃
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
元
良
　
柿
　
圓

口
事
組
合

倉
見
組
合
長
　
　
　
小
川
　
　
勝

柿
園
組
合
長
　
　
　
川
村
　
信
義

本
町
組
合
長
　
　
　
小
林
　
寿
松

上
町
組
合
長
　
　
　
渡
辺
　
貞
雄

下
暮
地
組
合
長
　
　
権
守
　
未
男

転
作
営
口
組
合

会
長
　
　
　
　
　
新
田
　
儲
馬
下
暮
地

副
会
長
　
　
　
　
　
川
村
　
信
義
　
柿
　
園

南
都
留
森
林
組
合

副
組
合
長
　
　
　
　
渡
辺
　
卓
三
　
柿
　
園

理
事
　
　
　
　
前
田
勝
弘
王
地

〃
　
　
　
　
渡
辺
　
撮
上
町

〃
　
　
　
　
渡
辺
春
明
倉
見

慶
留
山
恩
蜴
県
有
財
匿
保
竈
組
合
竈
会
竈
口

謝
員
　
　
　
　
小
川
信
次
倉
見

　
〃
　
　
　
　
　
渡
辺
郁
一
一
柿
圓

〃
　
　
　
　
外
川
　
登
上
町

西
控
町
産
簑
振
貝
対
策
審
竈
会

会
長
　
　
　
　
山
崎
　
誠
本
町



西
桂
町
小
口
資
金
融
資
審
査
委
員
会

委
貝
　
　
　
　
　
牛
田
義
郎
倉
見

〃
　
　
　
　
小
林
隆
芳
山
餐
皿
嚢
長

〃
　
　
　
　
　
　
漉
辺
　
規
矩
　
商
工
会
会
長

〃
　
　
　
　
成
瀬
純
一
嚢
嚢

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
紬
会

会
長
　
　
　
　
　
渡
辺
ふ
ゆ
子
倉
見

副
会
長
　
　
　
　
乙
顔
久
子
　
柿
　
圓

〃
　
　
　
滝
□
の
り
江
上
町

西
桂
町
ほ
た
る
を
と
ぱ
そ
う
会

会
長
　
　
　
岩
田
悌
司
上
町

副
会
長
　
　
　
　
新
田
新
一
郎
下
暮
地

事
務
局
長
　
　
　
勝
俣
　
宗
明
　
下
暮
地

会
計
　
　
　
勝
俣
武
上
町

西
桂
町
り
ん
ご
研
究
会

会
長
　
　
　
勝
俣
　
翠
柿
園

副
会
長
　
　
　
　
菅
谷
　
光
輝
　
柿
　
園

み
つ
と
う
げ
手
繊
り
の
豊
グ
ル
ー
プ

会
長
　
　
　
川
村
久
江
倉
見

副
会
長
　
　
　
　
　
前
田
　
善
子
　
下
暮
地

ア
ク
テ
ィ
ブ
農
村
女
性
の
会

　
　
　
　
　
　
川
村
久
江
倉
見

　
　
　
　
　
相
沢
道
子
本
町

民
生
児
童
委
員

総
務
　
　
　
　
前
田
　
進
下
暮
地

副
総
務
　
　
　
　
　
羽
根
田
　
巌
　
本
　
町

委
員
　
　
　
　
小
川
信
次
倉
見

委
員
　
　
　
　
牛
田
嚢
倉
見

〃
　
　
　
　
渡
辺
克
豊
柿
圓

　
〃
　
　
　
　
　
　
川
村
さ
つ
き
　
柿
　
圓

〃
　
　
　
　
永
田
台
子
本
町

〃
　
　
　
　
小
沢
　
裕
上
町

〃
　
　
　
　
渡
辺
義
勝
上
町

〃
　
　
　
　
希
代
　
静
上
町

　
〃
　
　
　
　
　
　
永
田
マ
サ
江
下
暮
地

主
任
児
ｉ
委
員

委
員
　
　
　
　
　
　
勝
俣
　
道
子
　
下
暮
地

東
部
青
色
申
告
会
西
桂
支
部

支
部
長
　
　
　
　
　
相
沢
　
健
治
　
上
　
町

消
費
生
活
相
談
委
貝

相
談
員
　
　
　
　
相
沢
頼
子
本
　
町

　
〃
　
　
　
　
　
　
三
浦
初
美
本
町

女
性
い
き
い
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　
渡
辺
真
弓
本
町

県
政
モ
ニ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
高
尾
益
義
本
町

母
子
相
談
委
員

相
談
員
　
　
　
　
　
渡
辺
さ
ち
子
　
柿
　
園

身
休
障
害
看
相
談
旦

相
談
員
　
　
　
　
　
永
田
　
久
弥
　
下
暮
地

精
神
薄
弱
看
相
談
員

相
談
員
　
　
　
　
山
本
は
る
子
　
下
暮
地

自
衛
隊
募
集
相
談
員

相
談
員
　
　
　
　
滝
口
新
一
朗
上
　
町

行
政
相
談
委
旦

相
談
委
員
　
　
　
小
山
　
明
穂
　
上
　
町

人
権
擁
護
委
員

委
員
　
　
　
　
　
郷
田
　
昌
司
　
下
暮
地

　
〃
　
　
　
　
　
高
山
一
一
一
千
男
　
上
　
町

保
竈
司

保
邊
司
　
　
　
　
永
田
宮
幸
下
－
地

　
〃
　
　
　
渡
辺
清
治
柿
圓

　
〃
　
　
　
高
尾
昌
之
上
町

森
林
保
全
巡
視
員

　
　
　
　
　
　
滝
口
幸
雄
下
暮
地

自
然
監
視
員

　
　
　
　
　
　
坂
本
　
徹
本
町

西
桂
町
ふ
る
さ
と
１
ま
つ
り
臭
行
委
口
会

委
員
長
　
　
　
　
　
坂
本
　
　
徹
　
本
　
町

副
委
員
長
　
　
　
　
武
藤
　
隆
義
　
倉
　
見

　
〃
　
　
　
　
長
野
義
光
柿
園

青
少
年
育
成
西
桂
町
民
会
邊

会
長
　
　
　
小
俣
腸
一
本
町

製
套
　
　
　
渡
部
幸
夫
倉
見

　
〃
　
　
　
権
守
姦
柿
園

　
〃
　
　
　
　
　
芦
沢
茂
義
本
　
町

　
〃
　
　
　
　
武
藤
雄
信
上
町

　
〃
　
　
　
　
　
東
山
　
昭
夫
　
下
暮
地

学
校
週
５
日
制
研
究
協
訟
会

会
長
　
　
　
　
柏
末
　
正
上
町

副
会
長
　
　
　
　
　
坂
本
　
　
徹
　
本
　
町

西
桂
呵
結
婚
相
談
旦

所
長
代
理
　
　
　
渡
辺
　
　
掘
　
上
　
町

相
談
員
　
　
　
　
漉
辺
　
貞
夫
倉
　
見

　
〃
　
　
　
　
牛
田
嘉
美
倉
見

　
〃
　
　
　
　
重
田
和
一
柿
園

　
〃
　
　
　
　
小
林
満
硬
柿
圓

　
〃
　
　
　
　
　
川
村
さ
つ
き
　
柿
　
園

　
〃
　
　
　
　
荒
井
噌
美
本
町

　
〃
　
　
　
小
林
ち
よ
子
本
町

　
〃
　
　
　
　
滝
□
妙
子
上
町

　
〃
　
　
　
　
　
鈴
木
　
孝
子
　
下
暮
地

西
桂
町
商
工
会

会
長
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
規
矩
　
柿
　
園

副
会
長
　
　
　
　
　
渡
辺
　
郁
二
　
柿
　
園

　
〃
　
　
　
　
小
山
明
徳
上
町

青
年
部
長
　
　
　
　
渡
辺
　
口
一
　
上
　
町

婦
人
部
長
　
　
　
　
小
林
　
＝
三
　
下
暮
地

商
業
部
会
長
　
　
　
高
尾
佐
武
郎
　
本
　
町

工
業
部
会
畏
　
　
　
東
山
　
昭
夫
　
下
暮
地

捜
能
者
部
会
長
　
　
宮
下
　
　
馨
　
倉
　
見

西
桂
町
繊
物
工
業
協
同
組
合

理
事
長
　
　
　
　
　
槙
田
　
則
夫
　
本
　
町

専
務
理
享
　
　
　
高
尾
　
昌
之
　
上
　
町

青
年
部
会
長
　
武
藤
葉
之
倉
見

西
桂
町
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
推
造
員
＾
本
町
地
区
）

安
留
千
鶴
子
－
組

高渡相
尾辺沢
善久道
子子子
４３２
組組組
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１釜春拳事萎蟹姜蕃毒蟻蓬義萎塁嚢

前
田
勝
弘

石
原
　
滋

高
尾
佐
武
郎

川
村
俊
夫

川
村
　
貢

相
沢
健
治

小
山
明
徳

権
守
文
夫

渡
辺
卓
三

渡
辺
規
矩

梅
原
肇

新
田
妙
子

勝
俣
幸
夫

柏
末
　
正

坂
本
　
徹

押
山
信
一
一

鈴
木
親
彦

町
長

葵
蓄
長

菱
覇
講
畏

倉
見
区
長

柿
園
区
長

本
町
区
長

上
町
区
長

下
暮
地
区
長

森
林
組
合
代
表

商
工
会
長

消
防
団
長

婦
人
会
長

寿
ク
ラ
プ
連
合
会
長

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

小
掌
校
長

中
学
校
長

危籟物専全邊閣

６目４目（目）から１０目（土）

　危険物を取り扱うときは、細心
の注意を払い、安全確保１Ｚ努めま

しよう
。



　教膏委員会では、町民一人一学習として社会教育教室を６月半ばころよりそれぞれ次のとおり教室の開級

を予定していまず。教室を通じて、趣味や教養を高め、高齢化社会を上手に生き抜きましょう１

　受講を希望される方は、教膏委員会へお申し込み下さい。但し、全ての教室は、自分自身のため１こ行うも

のですので、多少の受益者負担がございまずが御了承下さい
。

間い含せあ申込み先 西桂町教膏委員会（ＴＥＬ２５－２９４１）　社会教膏　担当　永田まで

「二 一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲 ’　　 ＝。＝ 一　　　 ，　・ ＝

｝　　　１　」　　■」

生け花教室二
日本の伝統美ｒ華道」が短期問で学べまず

。
毎月第１週 ・

「９＝３０～２「＝３０ 材料費負担

あなたの生けたお花を玄関先１こ飾っては１ 第３週の月曜目 １回８００円程度

しザークうト教塞｛
皮を使って世の中１Ｚ一つしかない自分だけ 毎遇月曜目 「９１３０～２「＝３０ 材料費負担

の袋物やアクセサリーを作りまず 。

１０回で３ ．ＯＯＯ円程度

プクッチ教室
軽い気持ちで絵１ト１こ触れてみませんか。色 毎月第２週 １ １９１３０～２１＝３０ 色鉛筆、紙

鉛筆でフケッチしましょう１ 第４週の月曜日

フラワーアしカメット鑓
生花をた＜さん使〕て、可愛い花の節りを 毎月第２週 ・ １９＝３０～２１＝３０ 材料費負担

つ＜り、自分の部屋を節りましょう１ 第４週の木曜日 ２， ０００円程度

ろうけつ染め鰹１
たった一つの目分だけのハンカチなどを作 毎月第１週 ・ １３＝３０～「６＝３０ 材料費負担

ってみましよう！ 第３週の木曜日

あみもの教窒１
あみものは、手先を使うため、脳の刺激に 毎週月健目 「３１３０～「６１３０ あみものの道具

もなり 、楽しみながら学ぴましょう１ 材料費負担

自分の書いた字、気１＝八った字などを、ソ 毎週水曜目 「９１３０～２「＝３０ 材料費負担

刻　字　教　窒 ミや彫刻等を使って板１Ｚ刻みまず。家紋な

どを作ってみましょう１

茶　遺　教　窒
気軽に茶の湯を楽しむ事から始めてみまし 毎週水曜目 「９１３０～２「＝３０ 抹茶代等１回２５０

よう！礼儀作法も身１ｚつきまず
。

円程度、その他

毛筆 ・かな教窒・
流れるような美しいかな文字を勉強して

、
毎週木曜目 ２０＝００～２１＝３０ 書道用具

手紙等を書＜際１Ｚお役立て下さい
。

●　遵　教　室・
初心者を対象１；：、基礎から書道を学ぴまし 毎週火曜目 １９＝３０～２１＝３０ 書道用具

よう！

初級俳旬教室＝
自分の素直な気持ちをｒ７文字の短い手紙で 毎月第２週 ・ １９＝３０～２「＝３０ ノート ・筆記用具

表現ずる醍醐味を昧わいましょう！ 第４週の金曜日 など

絵手紙を学んで、実際相手１こ出してみまし 毎週金曜目 「９１３０～２「＝３０ 絵の具など

絵手紙教室＝ よう！一枚の手紙が芸術に。相手に感動を （前期５回 ・後期５

与える手紙を！ 回）

身近な食材を使〕て、短時間に簡単にでき 毎週水曜目 「９＝３０～２「＝３０ 材料代

る家庭糊里を毎回３品使って試食しまず
。

全ｒ２回 （１回５００円程度）

料　獲　教　室 和食 ・洋食 ・中華と内容はバラエテイー 受講料

お料理１年生からベテラン主婦までどなた （ｒ２回Ｘ５００円）

でも楽しんで頂けまず
。

カラー粘土を利用し、かわいい人形などを 毎月第ｒ週 ・ １９＝３０～２１＝３０ 粘土 ・装飾具代

粘土細工教室 作り 、目分の部屋を節ってみましょう！ど 第３週金曜目 （ｒ ．ＯＯＯ円程度）

なたでも、気軽１Ｚできまず
。

我が国古来の遊びで、インドに起こり 、遣 毎月第４目曜目 １３＝３０～１７１００

潟　模　教　窒
唐使１Ｚより日本１こ紹介され、現在でも根強

＜行われていまず。これを機会に始めまし

よう！



○
廣
つ
く
り
は

　
　
酌
が
主
役

　
今
回
は
、
本
町
の
勝
俣
幸
夫
さ
ん

（
８
１
歳
〕
で
す
。

　
勝
俣
さ
ん
は
、
地
域
の
役
が
と
ぎ

れ
た
事
が
な
い
く
ら
い
、
い
つ
も
役

員
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
や

文
化
財
審
議
会
委
員
を
な
さ
っ
て
い

ま
す
。
若
い
頃
よ
り
文
学
青
年
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
今
の
生
き
が
い
は
、

俳
句
・
読
書
・
ゲ
ー
ト
ボ
ｉ
ル
・
物

を
書
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
書
き
留

め
た
こ
と
が
、
今
と
な
っ
て
は
、
日

記
の
よ
う
な
も
の
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
す
。
作
家
の
吉
川
英
治
の
「
我

以
外
は
、
み
な
我
が
師
な
り
。
」
を

引
用
し
、
我
以
外
は
人
だ
け
で
な
く
、

自
然
も
動
物
も
植
物
も
空
気
も
自
分

の
師
で
あ
り
、
自
然
体
で
生
き
る
と

い
う
こ
と
を
座
右
の
銘
に
し
て
い
ま

す
。　

若
い
者
か
ら
車
の
運
転
は
止
め
た

方
が
い
い
と
言
わ
れ
、
自
分
も
人
に

迷
惑
が
か
か
る
と
い
け
な
い
か
ら
と

４
年
前
に
運
転
を
止
め
ま
し
た
。
自

分
で
考
え
て
判
断
を
く
だ
す
賢
さ
が

立
派
だ
と
思
い
ま
し
た
。
年
を
重
ね
、

自
分
な
り
の
生
き
が
い
を
幾
つ
に
な

っ
て
も
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
健
康
づ
く
り
だ
と
恩
い

ま
し
た
。

　物忘れがひどい、身の回り

する等で家族でお困りの方
、

先生が相談に応じます
。

　痴呆老人巡回相談を希望者
は、 いきいき健康福祉セン
２５－４０００）保健係にご連絡下…

〕ｏ

第２回歩こ

　
生
活
習
慣
病
は
、
食
生
活
や
喫
煙
・

飲
酒
な
ど
の
生
活
習
憤
が
大
き
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
今
回
食
生
活
に
つ

い
て
、
つ
ぎ
の
日
程
で
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
の
栄
養
教
室
を
行
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
参
加
し
て
生
活
習

慣
病
予
防
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め

に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
方
法

　
６
月
２
８
日
＾
水
）
ま
で
に

　
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
保
健
係
　
８
２
５
…
４
０
０
０

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
筆
記
用
具

場
所

　
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階
調
理
室

目
　
程

第
－
回

　
７
月
４
日
（
火
〕

　
午
前
ｍ
時
｛
１
２
時
３
０
分

内
　
容

　
塩
分
摂
取
量
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
１
日
１
０
９
以
下
に
抑
え
た
食
事

第
２
回

　
７
月
咽
日
（
火
〕

　
午
前
１
０
時
三
１
２
時
３
０
分

内
容

　
動
脈
硬
化
予
防
の
た
め
の
食
事

阜．

　　　二　　　豪　　
咀１瀞薙

理

　’
二
．

卓
．

午前１０時～１２時

午前１０時～１２時

午後１時３０分～

午前１０時～１２時３０分

午前１０時～１２時

午後１時３０分～

午後１時３０分～

午前１０時～１２時

平成１０年１０・１１ ・１２月

甘・■撫

．
．
＾
＾

母子相談
ひよこ学級
健康相談
乳児健診
栄養教室
マタニティクラス

健康相談
機能訓練
１歳６ケ月児健診

母

６
月

７
月



テイアだより

ｍ

８
団
伽
が
グ
几
Ｌ
フ

一
竃
齪
し
豪
し
雇

回一
一
一

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

帽
姜
つ
り
｝
借

ご
舌
覆
で
し
雇

　
去
る
４
月
”
日
＾
土
）
西
桂
町

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
に
お
い
て
第
１
３
回
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
桜
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し

た
。
午
前
中
は
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
理
学
療
法
士
の
古
屋
伴
仁

先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
「
家
庭

で
で
き
る
健
康
作
り
体
操
」
と
題
し
、

新
聞
紙
や
ふ
う
せ
ん
を
使
い
健
康
体

操
や
レ
ク
レ
ｉ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
午
後
は
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

発
表
や
キ
ー
ボ
ー
ド
・
大
正
琴
に
合

わ
せ
て
の
全
員
合
唱
と
、
と
て
も
和

や
か
な
お
祭
り
に
な
り
ま
し
た
．

　
過
日
、
西
桂
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
個
人
登
録
し
て
い
る
上
町

地
区
の
三
浦
善
明
さ
ん
が
、
遊
具
再

生
の
特
技
を
生
か
し
西
桂
小
学
校
中

庭
の
ベ
ン
チ
の
修
理
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ま
る
で
ベ
ン
チ
が
真
新

し
く
な
っ
た
よ
う
に
生
ま
れ
変
わ
り

児
童
も
先
生
方
も
大
変
喜
ん
で
い
ま

す
。
以
前
か
ら
こ
の
ま
ま
で
は
、
木

が
朽
ち
て
し
ま
う
と
気
に
な
っ
て
い

た
と
の
こ
と
で
、
三
浦
さ
ん
は
「
木

　
西
桂
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

多
様
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
横
の
つ
な
が
り
を
持

っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
『
西
桂

町
婦
人
会
」
（
新
田
妙
子
会
長
会
員

訓
名
）
と
「
西
桂
町
食
生
活
改
善
推

進
員
会
」
＾
永
田
梅
子
会
長
会
員
４
１

名
）
が
西
桂
町
ボ
ラ
ン
テ
ア
セ
ン
タ

ー
に
グ
ル
ｉ
プ
登
録
し
て
く
れ
ま
し

た
。　

今
後
も
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
と
協
働
し
な
が
ら
更
に
住
み
よ

い
町
づ
く
り
の
為
、
活
動
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
「
不
二
美
会
」
（
代
表
関
戸

弘
造
会
員
１
０
名
）
も
グ
ル
ｉ
プ
登
録

し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
週
－
回

の
練
習
を
続
け
な
が
ら
福
祉
活
動
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に

よ
る
介
護
講
座
が
介
護
実
習
普
及
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
向
講
座
と
し
て
こ
れ
か
ら
介

護
を
学
ぴ
た
い
、
お
年
寄
り
の
特
徴

を
知
り
た
い
方
に
は
高
齢
者
模
擬
体

験
を
中
心
と
し
た
「
入
門
介
護
講

座
」
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
介
護
を

学
び
た
い
、
福
祉
の
こ
と
に
興
味
が

あ
る
中
高
大
学
生
に
は
体
験
と
グ
ル

ー
プ
学
習
を
中
心
と
し
た
「
青
少
年

介
護
講
座
」
…
…
な
ど
。

　
ま
た
、
他
に
地
域
リ
ｉ
ダ
ｉ
の
た

め
の
議
座
、
介
護
者
家
族
・
近
く
介

護
を
控
え
て
い
る
方
の
た
め
の
講
座

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
講
座
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
喧

　
講
座
内
容
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
詳
し
い
こ
と
を
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
西
桂
町
社
会
福
祉
協
議
会

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
８
２
５
－
４
０
０
０

付者名．’ 物母及ぴ寄付金

岩田いそさん 古切手
匿名さん １０，０５０円

大勢の万々より牛乳パック

瀦
　
　
、
？
奮
琴

ぎ　 一’

＿”ｏ’
　‘
・」・Ｏ

ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
几
ー
ブ

６
目
の
清
Ｏ
至
垣

西
桂
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
定
例
会

１
２
日
（
月
）

あ
じ
さ
い
の
会

１
４
日
・
鵬
日
（
水
）

歌
お
う
山
吹
の
会

５
日
・
〃
日
・
１
９
日
・
％
日
（
月
）

西
桂
吟
詠
会

ユ
日
・
８
日
・
１
５
日
・
刀
日
・
四
日

＾
木
）

手
話
サ
ー
ク
ル
葵
水
会

７
日
・
１
４
日
・
２
１
日
・
跳
日
＾
水
）

酉
桂
町
食
生
活
改
善
推
進
目
会

　
６
月
の
ひ
と
り
暮
し
老
人
会
食
サ

ー
ビ
ス
の
当
番
地
区
は
下
暮
地
で

す
。

　　　　　　　　　　　　　自分の歯を少なくとも２０本以上保

　　　　　　　　　　　　っていればほとんどものを噛んで食
６用４１；１－１０１…■

　　　　　　　　　　　　べられることから「８０歳１こな っても

８０２０竈Ｏ 自分の歯を・・本以上保つｊことを目

　　　　　　　　　　　　標とする運動です
。

魯る叢驚驚二三漂驚
一’＝・ 歯は弱＜て細菌１ｚやられやずいためと

、

．メ 食生活が原因でず。甘いものや糖質特１こ
毛＝． 歯にっきやずい農ぺ物は控えめに

。



○旧工房

ａ昌

帖
欄■

　三ツ 峠体験工房では特別企画として町民の皆様に下記の目程で、そぱ

打ち体験の参加者を募集いたします。皆様お誘い含わせの上ご参加いた
だきますよう 、宜し＜お願い申し上げます

。

○　　　蒔　６■１つ、２¢、フ■１， ８（６／ｒ７～７／８までの毎遇土曜日）

　　　　　　　午前１１暗ＯＯ行がら

場　　　所　三ｗ峠体駁互鳥（三ツ峠ゲリ＿ンセンタ＿）

　　　　　　　１嵩　ａさ打ち体験室

斜　　　金　１名　『Ｏ〇四

定　　　冒　名０２０名

応募鰯切Ｏ　名蘭虐０８０前まＯ（定員１こなり次第締め切りさせて頂きまず。）

※エプ０〉等童具はすぺこ乞ろっこおり春す

　　　　　　お｝し込印
　　　　お固■、合わ１１●３＝

　　　　　三ツ 峠グり一ンセンター
　　　　　・ Ｔｄ　　２５－３００ｑ． ∴∴・

一
一
一
つ
峠
そ
ぱ

　
町
で
は
、
健
康
食
品
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
「
そ
ば
の
芽
」
栽
培

を
、
４
月
よ
り
栽
培
方
法
の
研
究
に

着
手
し
、
試
験
栽
培
を
繰
り
返
し
、

現
在
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
の
量
産

体
制
を
確
立
し
栽
培
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
「
そ
ば
の
芽
」
は
、
減
反
、
農
業

者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
増
加
傾

向
に
あ
る
遊
休
農
地
で
の
「
そ
ば
」

栽
培
を
推
進
し
、
農
家
の
農
業
生
産

性
、
収
益
性
を
確
保
し
雇
用
の
創
出

を
図
り
、
町
の
新
し
い
特
産
品
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
そ
ば
の
芽
」
に
は
、
ル
チ
ン
が

豊
富
に
含
ま
れ
、
高
血
圧
を
下
げ
た

り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
分
解
す
る

効
果
が
あ
り
糖
尿
病
・
血
管
障
害
等

に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
．　

栽
培
す
る
「
三
ツ
峠
そ
ば
の
芽
」

は
、
水
耕
栽
培
＾
電
気
分
解
し
た
強

酸
性
水
・
強
ア
ル
カ
リ
水
を
使
用
す

る
。
〕
で
１
週
問
か
け
栽
培
し
、
有

害
な
薬
剤
等
も
一
切
使
用
せ
ず
、
ま

さ
に
健
康
に
よ
い
も
の
に
安
全
性
を

プ
ラ
ス
し
た
か
た
ち
で
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
栽
培
さ
れ
た
「
三
ツ
峠
そ
ぱ
の
芽
」

は
、
現
在
県
内
の
大
手
ス
ー
パ
ー
及

び
食
品
流
通
会
社
に
全
栽
培
分
が
納

品
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
＝
一
ツ
峠

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
完
成
後

は
、
町
特
産
品
と
し
て
販
売
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
今
年
度
そ
ば
の
芽
栽

培
用
の
種
子
を
栽
培
し
て
い

た
だ
く
農
家
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
詳
細
等
希
望
農

家
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご

連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先

西
桂
町
役
場
企
画
振
輿
課
産
業
係

　
　
　
ａ
２
５
－
２
１
２
１



壱ら・１き便いやすく専うた・！ １

設備貸与制度のお知．らぜ

小規慎企讐看等殴偏導入資金　　　．
、

設備資金貸付
５０万円～４０００万閂

（設備資金の１’２以内〕
無利子

小規模事業者等

（従業員２０人以下〕

７年

（含据置１年以内）
なし　　　３名

小規槙企賞者等股伽貸与制度 ．．．’’…［同定金利］． 一

設備貸与（割賦〕

設備貸与（リース〕

１００万閂～６０００万円

２． ７５％

３， Ｏ０４％

～１ ，４０６％

小規模事業者等

（従業員２０人以下）

　　７年以内

（含据置１年以内）

３年～７年

（据置なし）

設備価格

の１０％

なし

原則２名

原則２名

県単中小企業股備貸与制廣 ［固定金刷］ →’．

ヨ

設備貸与（割賦〕

設備貸与（リース）

ｒＯＯ万円～９０００万円

　２．８％

３． Ｏ「５％

～１ ，４１３％

　中小企業者

３年平均税引利益

が５０００万円以下

　６年半

（含据竈半年〕

３年～７年

（据置なし〕

設備価格

の１０％

なし

原則２名

原則２名

このほかにも国民生活金融金魔融節度 ’．＝！…西桂呵商工会ＴＥＬ２５－２０１５

山梨県商工業振輿資金制度などがあり
ますので、お気薬にご相談ください。　　　　 ．　　山梨県中小企巣振輿公社ＴＥＬ０５５－２４３－１８８８

　　　　　　　　　　　　　二辛成仁年度 」辿梨卑唄入住宅建設資金
　　　　ノ　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．／」」

　　　　　　　　　　　　　　　　貸何申込賢付１看ついて

，・．・
１

／１

／　

新築住宅

改修住宅

分譲住宅

建売住宅

１５年以内

１０年以内

１５年以内

１５年以内



　
薬
物
乱
用
は
、
世
界
中
で
私
た
ち

人
類
の
健
康
や
福
祉
に
対
す
る
脅
威

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。

薬
物
乱
用
の
追
放
に
立
ち
上
が
り
ま

し
ょ
う
．
そ
れ
に
は
、
薬
物
乱
用
の

本
当
の
恐
ろ
し
さ
を
正
し
く
理
解
し
、

薬
物
乱
用
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
、
未
然
防
止
の
た
め
に

協
力
し
て
、
私
た
ち
の
社
会
か
ら
薬

物
乱
用
を
許
さ
な
い
社
会
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
．

　
そ
こ
で
、
国
及
ぴ
県
で
は
、
国
連

麻
薬
乱
用
撲
減
の
１
０
年
（
１
９
９
１

年
；
２
０
０
０
年
）
の
支
援
事
業
と

し
て
６
月
２
０
日
；
７
月
１
９
日
ま
で
の

ー
ヶ
月
間
『
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
．
』

普
及
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
－
日
（
土
〕

に
、
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
「
６
・
％
国
際
麻
薬

乱
用
撲
減
デ
ー
」
の
周
知
と
そ
の
設

置
趣
旨
を
県
民
に
普
及
し
、
併
せ
て

薬
物
乱
用
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
『
６
２
６
ヤ
ン
グ
街
頭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
期
間
中
に
国
連
支
援
募
金

活
動
も
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

薬
物
に
つ
い
て
の
相
談
は
最
寄
の

保
健
所
又
は
警
察
署
に
お
間
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
児
童
手
当
は
、
３
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。　

た
だ
し
、
前
年
＾
１
月
か
ら
５
月

ま
で
の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は

前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童

手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
．

　
児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
、

「
児
童
手
当
認
定
請
求
書
」
の
提
出

が
必
要
で
あ
り
、
認
定
請
求
し
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
、
支
給

事
由
の
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
月
分

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童

手
当
現
況
届
」
を
役
場
に
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

＾
用
紙
は
役
場
よ
り
送
付
し
ま
す
。
）

　
こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
－
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を

引
き
続
き
受
け
る
用
件
が
あ
る
か
を

確
認
す
る
大
切
な
届
で
す
。
こ
の
届

を
提
出
し
な
い
と
受
給
資
格
が
あ
っ

て
も
６
月
以
降
の
手
当
が
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

下
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
福
祉

課
福
祉
係
ま
で
お
問
合
わ
せ
下
さ

い
。☆

支
給
対
象
児
童
の
年
齢
拡
大
に
つ

い
て

　
少
子
化
対
策
と
し
て
、
児
童
手
当

制
度
の
対
象
年
齢
＾
現
行
３
歳
未
満

の
児
童
）
が
就
学
前
の
児
童
ま
で
と

な
る
予
定
で
す
．

※
申
請
方
法
・
期
間
な
ど
詳
し
く

は
、
改
正
法
案
が
国
会
で
成
立
次
第
、

来
月
号
以
降
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
０
２
５
－
２
０
２
２

ナ
ガ
ノ
電
器
　
【
２
５
１
２
３
６
８

三
枝
米
店
　
　
０
２
５
－
２
１
０
６

押
元
時
計
電
器
０
２
５
－
２
５
２
０

下
河
精
米
所
　
０
２
５
－
２
３
２
７

Ｊ
Ａ
つ
る
西
桂
支
店

　
　
　
　
　
　
０
２
０
－
２
１
１
３

（
株
）
北
富
士
木
材

　
　
　
　
　
　
【
２
５
１
２
２
４
３

　
本
年
１
０
月
－
日
現
在
で
、
全
国
い

っ
せ
い
に
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま

す
。　

国
勢
調
査
は
、
９
月
下
旬
か
ら
１
０

月
中
旬
に
か
け
て
、
「
国
勢
調
査
員

証
」
を
携
帯
し
た
国
勢
調
査
員
が
世

帯
を
訪
問
し
、
直
接
、
調
査
票
を
配

布
・
取
集
す
る
方
法
に
よ
り
行
い
ま

す
。国

勢
調
査
員
募
集

　
日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
が
対
象

と
な
る
、
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
や
都
道
府
県
、
市

町
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
施
策
の
指

針
と
な
る
最
も
重
要
な
調
査
で
す
。

　
町
で
は
、
今
年
の
９
月
中
旬
か
ら

１
０
月
中
旬
ま
で
の
間
、
国
勢
調
査
員

と
し
て
調
査
に
従
事
で
き
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

資
　
格

　
２
０
歳
以
上
で
熱
意
を
も
っ
て
調
査

に
従
事
で
き
る
人

申
込
み

　
６
月
２
０
日
（
火
）
ま
で
に
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
役
場
２
階

企
画
振
興
課
企
画
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
＾
土
・
日
、
祝
祭
日
は
除

く
）

　
町
で
は
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
者
に
対
し
、
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
看
（
西
桂
町
に
在
住
す
る
町

民
）

・
当
該
町
税
を
完
納
し
て
い
る
者

・
当
該
町
税
の
非
課
税
者

補
助
内
容

・
購
入
価
格
＾
税
別
）
の
１
／
２

・
限
度
額
２
万
円

手
続
き

・
購
入
す
る
際
に
申
請
書
が
必
要
で

　
す
。・

申
請
書
は
役
場
窓
□
で
受
付
し
ま

　
す
。・

１
世
帯
に
つ
き
ー
基

協
カ
店

田
村
電
気
　
　
８
２
５
－
２
１
９
１

（
有
）
川
村
電
気
工
事

　
山
梨
県
讐
察
で
は
、
事
件
・
事
故

の
被
害
や
困
り
ご
と
な
ど
の
相
談

を
、
英
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
中
国

語
・
ペ
ル
シ
ア
語
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
近
年
、
海
外
と
の
交
流
は
ま
す
ま

す
活
発
に
な
り
、
県
内
に
暮
ら
す
外

国
人
も
、
す
で
に
ー
万
人
を
超
え
て

い
ま
す
。

　
日
本
で
生
活
す
る
う
え
で
、
言
葉

の
壁
、
特
に
日
本
語
の
難
し
さ
は
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。　

日
本
語
が
話
せ
な
く
て
も
、
「
困

っ
た
時
は
、
母
国
語
で
ど
う
ぞ
。
」

安
心
し
て
お
電
話
下
さ
い
。

　　　Ｙ田ｍ２ｍ５１Ｉｉ

Ｐｏ皿ｃｏＭ皿１冊皿馴ａＩ

　Ｃ０１１ｍｅｌｉ皿ｇ　Ｓｏｎ叱ｏ

外国人相談ダイヤル

受付 ：月曜日～金曜日

　　　（祝祭日を除く）

　　　午前９時～午後５時

電語 ：０５５（２２３）５０５０

英竈 ・スペイン雷 ・中国語

ペルシア晒



開
催
日
薄

　
７
月
－
日
＾
土
）
午
後
－
時

　
開
場
　
午
後
－
時
３
０
分

会
　
場

　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー

　
大
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

　
「
こ
れ
か
ら
の
市
町
村
合
併
」

　
　
　
１
み
ん
な
で
考
え
よ
う
－

パ
ネ
ラ
ー

富
士
吉
田
市
長
　
　
武
川
　
　
勉

河
口
湖
町
長
　
　
　
小
佐
野
常
夫

西
桂
町
長
　
　
　
　
前
田
　
勝
弘

山
中
湖
村
長
　
　
　
高
村
　
朝
次

忍
野
村
長
　
　
　
　
大
森
　
一
男

勝
山
村
長
　
　
　
　
小
林
　
穐
司

足
和
田
村
長
　
　
　
三
浦
　
俊
昭

鳴
沢
村
長
　
　
　
　
小
林
　
孝
敏

上
九
一
色
村
長
　
　
小
林
　
　
實

基
謂
竈
漬
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
山
梨
学
院
大
学
　
江
口
清
三
郎
教
授

現
状
報
告
　
山
梨
県

主
　
催

　
富
士
河
口
湖
高
等
学
校
同
窓
会

　
ご
意
見
ご
質
問
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受

け
付
け
致
し
ま
す
。

　
閉
０
５
５
５
一
２
４
一
５
１
８
０

　
陸
上
自
衛
隊
滝
ケ
原
駐
屯
地
曹
友

会
で
は
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

ｉ
を
行
い
ま
す
．

と
　
き

　
７
月
２
日
＾
日
）

　
　
　
午
前
ｕ
時
３
０
分
｛
午
後
３
時

と
こ
ろ

　
レ
ス
ト
ラ
ン
「
バ
ラ
ラ
イ
カ
」

受
付

　
午
前
１
１
時
壬

募
集
人
員

　
独
身
女
性
（
３
５
歳
以
下
）
２
５
名

参
加
者

　
独
身
自
衛
官
２
５
名

内
容

　
ゲ
ー
ム
・
フ
リ
ー
ト
ー
ク
等

参
加
費
　
２
千
円

申
し
込
み

　
陸
上
自
衛
隊
滝
ケ
原
駐
屯
地
曹
友

会
に
直
接
電
話
し
て
下
さ
い
。

所
在
地

　
静
岡
県
御
殿
場
市
中
畑
２
０
９
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
２

電
　
話

　
Ｏ
０
５
５
０
（
８
９
）
０
７
１
１

　
　
曹
友
会
内
線
４
４
４

　
　
援
護
相
談
室
内
線
３
０
９

あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
国
有
地
に

関
す
る
ご
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
ま
た
、
金
融
・
証
券
に
関
す
る
ご

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
．

日
　
時

　
６
月
８
日
＾
木
）
午
後
－
時
｛
４
時

場
　
所

　
西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
２
階
研
修
室

相
談
担
当

　
大
蔵
省
関
東
財
務
局

　
　
　
　
　
　
　
甲
府
財
務
事
務
所

問
い
合
わ
せ
先

　
甲
府
財
務
事
務
所
　
総
務
課

　
８
０
５
５
＾
２
５
３
〕
２
２
６
１

　
町
民
の
皆
様
方
に
、
わ
が
国
の
財

政
の
現
状
と
、
当
面
す
る
大
蔵
省
の

施
策
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご

要
望
を
承
り
ま
す
．

目
　
時

　
６
月
８
日
＾
木
）
午
後
２
時

場
　
所

　
西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
２
階
集
会
室

訓
　
漬

　
大
蔵
省
関
東
財
務
局

　
　
　
　
　
　
甲
府
財
務
事
務
所
長

　
　
麦
　
島
　
耕
一
郎

漬
　
題

　
「
財
政
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
」

主
　
催

　
大
蔵
省
関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事

　
務
所

問
い
合
わ
せ
先

　
甲
府
財
務
事
務
所
　
総
務
課

　
８
０
５
５
（
２
５
３
）
２
２
６
１

　
敷
地
内
に
昔
の
細
い
道
路
や
水

路
、
地
番
の
な
い
小
さ
い
土
地
が
、

入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
か
．
こ
れ
ら
の
大
半
は
国
有
地
で

　
南
都
留
地
区
に
お
け
る
大
正
琴
愛

好
者
が
各
市
町
村
毎
に
日
頃
の
成
果

を
発
表
し
合
い
、
素
晴
ら
し
い
演
奏

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
御
近
所
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時
　
平
成
１
２
年
６
月
１
８
日
＾
日
）

受
付
一
午
前
９
時

　
　
　
　
　
　
　
；
午
前
９
時
巧
分

開
始
一
午
前
１
０
時
Ｏ
Ｏ
分

場
所
一
都
留
市
上
谷

　
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
＾
犬
ホ
ー
ル
）

入
場
一
無
料

主
催
一
南
都
留
地
区
文
化
協
会

　
　
　
　
　
　
連
合
会
大
正
琴
部
会

じ
め
、
　
一
部
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
も
置
い
て

い
る
ほ
か
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ｉ
ン
な

ど
で
も
配
布
を
し
て
い
ま
す
．

　
今
回
、
さ
ら
に
こ
の
カ
ー
ド
を
き

め
細
か
く
普
及
さ
せ
る
た
め
に
、
身

近
な
地
域
で
カ
ー
ド
の
設
置
や
配
布

な
ど
の
普
及
啓
発
活
動
を
し
て
い
た

だ
く
「
い
の
ち
の
リ
レ
ー
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
県
内
在
住
で
臓
器
移
植
こ
理
解
の

あ
る
１
５
歳
以
上
の
方

募
集
期
間

　
６
月
－
日
｛
７
月
３
１
日

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
医
務
課

　
ａ
０
５
５
＾
２
２
３
）

　
各
保
健
所

１
４
８
０

昨
年
２
月
に
高
知
県
で
ー
例
目
の

脳
死
に
よ
る
臓
器
提
供
が
行
わ
れ
、

わ
が
国
も
新
し
い
移
植
医
療
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
脳
死
か
ら
の
臓
器
提
供

に
は
、
本
人
の
書
面
に
よ
る
臓
器
提

供
の
意
田
心
表
示
カ
ー
ド
を
市
町
村
役

場
や
保
健
所
な
ど
の
公
的
機
関
を
は

◇
精
神
薄
弱
者
相
談
員

職
務
内
容

・
精
神
薄
弱
者
の
家
庭
に
お
け
る
養

　
育
生
活
等
に
関
す
る
相
談
指
導

・
精
神
薄
弱
者
の
施
設
入
所
、
就

　
学
・
就
職
等
に
関
し
、
関
係
機
関

　
へ
の
連
絡

相
談
員

　
山
　
本
　
は
る
子

　
　
西
桂
町
下
暮
地
７
３
０
－
２

　
　
　
　
　
　
【
２
５
…
２
７
０
７



鳥ａ島 お毒妻上楠柿柿倉倉
山暮吉暮留　　し地地町園園園見見
市地黒地市見あ
　　　　　　　オ）大清柏重渡高前小
宮永渡前隻 』■■せ野水末田邊山田山
本田邊田木村に
　　　　　　　（　成菖捺彗菜曲美坤帆 １呈和害菜註流 君

由友は朋千　婚　　　　乃切乃 師

　　 る　　　　　姻　哉中見＃伽勤香曲希苦衣え那曲

番一み久穂宏）
勝哲久竈扉望肇豪父

　　人口世帯
　　　　平成１２年度５月１日現荏

男　 ２， ４３０人（０） 　護

女２ ，５３了人（一４）「２
　　　　　　　　　　　　　　年
合計　４ ，９６７人（一４）　 ４

　　　　　　　　　　　　　　月
世帯ｒ ，４３ｒ世帯（一２）届
　　　　　　　　　　　　　　出

●　　■　　　一
■　　■＝　一

・　 ■　１， 　■

上上

町町

宇滝
佐

見口

照秀

男勝

妻勝親
子雄族

お・

め
で
た

轟
窒

・お

く
や
み

売
；

；＝の予定表は、町民の参加を募

る行轟、町民を対愛とずる事業

について掲藪しており……ず
。

　　　　　２
０町民ゴルフ犬会

１， ＝

町県民税第１期

サマーキャンプ募集期間


